
2010年５月期第２四半期
（2009年6月～11月期）

決算説明会

2010年1月20日

本資料で示されてる将来予想及び業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が分析を行い判断した予測であり、
潜在的なリスクや不確実性が含まれております。その為、様々な要因により、実際の業績は記述されている将来見通しとは
異なる結果となる可能性があることをご了承ください。
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経営上の重要な契約等①

（ｼﾞｮﾝｿﾝ･ｴﾝﾄﾞ･ｼﾞｮﾝｿﾝ株式会社との販売提携契約）

・契約日 ：2009年8月19日
・契約期間：2010年1月1日から2012年6月30日
・内容 ：販売契約
・特記 ：本契約期間終了時点で発生が予想される同社製商品及び医療工具

等の売却損失見積もり相当額3,500百万円をたな卸資産から評価減

し特別損失へ計上。
当該損失計上の結果、現在当社が保有している同社製商品及び医
療工具等に関して、将来発生する可能性のある損失を概ね解消出
来ると見込む。

（株式会社オーミックとの販売提携契約）

・契約日 ：2009年8月20日
・契約期間：2010年1月1日から2015年12月31日
・内容 ：大腿骨近位部骨折用髄内釘関連商品の販売契約
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経営上の重要な契約等②

（ジンマー株式会社との共同販売提携契約）

・契約日 ：2009年11月30日
・契約期間：2009年12月1日から2014年11月30日
・内容 ：脊椎固定器具製品の共同販売契約
・特記 ：下期において薬事権の承継等に伴う譲渡益２億円を特別利益へ

計上する見込み。

（日本メディカルマテリアル株式会社とのOEM契約）

・契約日 ：2009年12月15日
・契約期間：2009年12月15日から2012年12月14日
・内容 ：国内向け人工股関節製品製造契約（OEM契約）

・特記 ：現在取り扱い中の同社製商品及び医療工具等の将来予想される除
売却損失見積り相当額をたな卸資産評価損240百万円、固定資産
除却損10百万円として計上。
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連結決算結果（2009年6月～11月期）

実績 売上比 実績 売上比

売上高 4,782 100.0 △  7.4 5,164 100.0

　 売上原価 1,732 36.2 △  15.1 2,040 39.5

売上総利益 3,049 63.8 △  2.4 3,124 60.5

　 販売管理費 2,647 55.4 △  13.0 3,042 58.9

営業利益 401 8.4 392.8 81 1.6

　 営業外損益 △ 349 △  7.3 - △ 133 △ 2.6

経常利益 52 1.1 黒字転換 △ 51 △ 1.0

　 特別損益 △ 3,786 △  79.2 - △ 117 △ 2.3

当期純利益 △ 2,731 △  57.1 - △ 259 △ 5.0

2009年11月期 前期
増減率

2008年11月期

連結損益計算書連結損益計算書

（単位：百万円、％）



4

製品別売上高製品別売上高製品別売上高 2008年11月期

実績 増減率 実績

1,983 △  14.6 2,321
1,881 △  0.0 1,881

ODEV社製国内販売 ※ 1,019 12.7 905
日本メディカルマテリアル社製国内販売 396 △  7.7 429
ODEV社製北米販売 ※ 465 △ 15.0 547

511 △  8.6 560
ODEV社製国内販売 ※ 16 △ 17.7 20
Zimmer社製国内販売 292 2.9 284

その他国内販売 9 68.1 5
ODEV社製北米販売 ※ 192 △ 22.7 249

405 1.0 401
その他の整形外科用商品 375 5.2 356
ICU・手術室用機器 24 △ 20.0 30

その他自社製品 ※ 3 △ 49.6 6

その他自社製品北米販売 ※ 2 △ 66.4 7

4,782 △  7.4 5,164

自社製品売上高（※） 1,701 △  2.0 1,736
自社製品比率 35.6 33.6

2009年11月期

合計

骨接合材料

人工関節　計

脊椎固定器具　計

その他　計

（単位：百万円、％）

連結決算結果（2009年6月～11月期）
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販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費

実績 前期増減 前期増減率

販売関係費 155 △  29 △  16.1

人件費 1,119 △  41 △  3.6

一般経費 282 △  3 △  1.1

設備費用 645 △  209 △  24.5

政策的費用 100 △  41 △  29.1

支払費用 271 △  78 △  22.5

その他 72 8 13.4

計 2,647 △  395 △  13.0 低コスト経営体質への転換進む

2009年11月期
主な増減要因

物流効率化により荷造運賃等削減

経費抑制継続により削減

製品開発部門等人材強化を図りコスト増も、全体としては物
流及び営業効率化により削減

資産効率運用に伴う医療工具購入抑制等により償却費等削減

効果徹底追求により採用関係費、海外渡航費等削減

ロイヤリティ＆コミッション、各種事務手数料等削減

物流拠点等移転関連費用の計上

（単位：百万円、％）

連結決算結果（2009年6月～11月期）
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・急激な円高進行に伴う子会社ODEV社宛

外貨建て貸付金の換算により生じた

為替評価損を主とした為替差損(+益)の計上 ＋1百万円 ⇒△235百万円

・たな卸資産評価損の計上 △3,740百万円（当期）

（前期、薬事権継承譲渡益＋22百万円、資本業務提携関連費用△99百万円 等）

営業外損益営業外損益営業外損益

特別損益特別損益特別損益

営業外損益（純額）△133百万円（前期）⇒ △ 349百万円（当期）営業外損益（純額）△133百万円（前期）⇒ △ 349百万円（当期）

・有利子負債削減に伴う支払利息の減少 △128百万円 ⇒△ 77百万円（51百万円改善）

特別損益（純額） △117百万円（前期）⇒ △3,786百万円（当期）特別損益（純額） △117百万円（前期）⇒ △3,786百万円（当期）

連結決算結果（2009年6月～11月期）
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前期
経常損失

△51百万円

当期
経常利益
52百万円
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資産効率運用に伴う医
療工具購入抑制によ

り、償却費等設備費用
を削減

＋209百万円

売上高は△382百万円減
少するも、自社製品比率
の上昇及びたな卸資産評
価損の改善により売上原
価を改善、売上総利益の
減少を最小限に留める

△75百万円

その他販管費の削減
＋186百万円

有利子負債の削減等に
より支払利息を削減

＋51百万円

急激な円高進行に伴
い子会社ODEV社宛
外貨建て貸付金の換
算により生じた多額
の為替評価損を為替

差損へ計上
△234百万円

その他増減
△34百万円

＋利益方向への影響

△損失方向への影響

黒字黒字
転換転換

連結決算結果（2009年6月～11月期）

前期経常損失との増減分析前期経常損失との増減分析前期経常損失との増減分析
（百万円）
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予想 売上比 実績 売上比

売上高 10,120 100.0 △  2.6 10,394 100.0

　 売上原価 3,870 38.2 △  7.6 4,186 40.3

売上総利益 6,250 61.8 0.7 6,208 59.7

　 販売管理費 5,400 53.4 △  7.8 5,856 56.3

営業利益 850 8.4 141.6 351 3.4

　 営業外損益 △ 240 △  2.4 - △ 295 △  2.8

経常利益 610 6.0 975.4 56 0.5

　 特別損益 △ 3,680 △  36.4 - △ 181 △  1.8

当期純利益 △ 2,310 △  22.8 - △ 226 △  2.2

2010年5月期
増減率

2009年5月期

連結決算予想連結決算予想連結決算予想

（単位：百万円、％）

連結決算予想（2010年5月期）
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新商品ＯＭフェモラルネイル紹介
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2004/5 2005/5 2006/5 2007/5 2008/5 2009/5 2010/5
(予）

（単位：百万円）

MDM 1,323 1,693 5,096 2,130 392 230 560
ODEV 262 298 342 259 203 191 268
連結消去 △ 176 △ 79 △ 307 △ 136 △ 37 △ 32 △ 29
合計 1,409 1,912 5,131 2,254 558 389 799

MDM 802 904 1,880 2,269 1,803 1,227 875
ODEV 176 213 256 284 250 222 268
連結消去 △ 77 △ 105 △ 176 △ 178 △ 137 △ 98 △ 68
合計 901 1,011 1,961 2,376 1,915 1,351 1,074

368 375 464 434 125 155 166

設備投資

減価償却費

研究開発費

設備投資等の推移表設備投資等の推移表

＜参考情報＞


